


































































　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36

取得年度 Ｈ18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,049 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 2 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 33

経過年数 19 健全度 100

取得年度 H20 耐震 ◎ 中 （大） 大

延床面積 64 保全タイプ ① 8,960

構造 W 保全単価 ① 中 (大） 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 21

経過年数 17 健全度 100

取得年度 S60 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 3,007 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 中 建替

階数 3 重要度 5

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 40 健全度 67

取得年度 S60 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 275 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 中 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 66

経過年数 40 健全度 64

取得年度 S60 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 81 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 中 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 66

経過年数 40 健全度 64

取得年度 S60 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 24 保全タイプ ② 6,960

構造 S 保全単価 ① 中 建替

階数 1 重要度 0 4,080

目標耐用年数 60 優先度 66

経過年数 40 健全度 ー

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 中 中 中 大

延床面積 6,254 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 中 中 中 大

階数 3 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 48

経過年数 31 健全度 61

取得年度 Ｈ19 耐震 ◎ 中 （大） 大

延床面積 2,849 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 3 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 32

経過年数 18 健全度 80

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 中 中 中 大

延床面積 824 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 中 中 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 38

経過年数 31 健全度 61

No 施設概要
計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

2

三角支所 計画

公用車車庫

3

不知火支所 計画

庁舎 変更

備考

備考

公用車車庫

変更

不知火支所 計画

変更

変更

変更

126,500

826,210

2,251,440

156,750

46,170

13,680

宇城市役所

304,210

変更

変更

1

146,880

872,030

79,750

23,490 37,260

11,040

1,300,000 2,138,460

398,860

三角支所 計画

庁舎

備考

計画

変更

6

倉庫

不知火支所 計画

備考

備考

不知火支所 計画

備考

5

自転車置き
場

1,153,735

238,960

296,640

備考

書庫

新館

宇城市役所 計画

備考

災害復旧

131,990

7 本庁舎本館

4

8

備考

9

宇城市役所 計画

変更

178,330 377,640

23,040

511,190 1,713,990

10,880

46,750

13,770

250,000 1,025,640

18,560

R2　本庁舎大規模改修及び災害復旧工事として一括発注

R2　本庁舎大規模改修及び災害復旧工事として一括発注

R2　本庁舎大規模改修及び災害復旧工事として一括発注

1,383,220
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 中 中 中 大

延床面積 152 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 中 中 中 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 38

経過年数 31 健全度 61

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 中 中 中 大

延床面積 144 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 中 中 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 38

経過年数 31 健全度 61

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,382 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 2 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 33

経過年数 19 健全度 92

取得年度 H17 耐震 ◎ 中 大

延床面積 42 保全タイプ ① 5,880

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 7,140

目標耐用年数 80 優先度 25

経過年数 20 健全度 100

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 26 保全タイプ ① 3,640 7,540

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 4,420 9,360

目標耐用年数 80 優先度 25

経過年数 19 健全度 100

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 26 保全タイプ ① 3,640 7,540

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 4,420 9,360

目標耐用年数 80 優先度 23

経過年数 19 健全度 100

取得年度 R1 耐震 ◎ 中

延床面積 100 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 7

経過年数 6 健全度 100

取得年度 R2 耐震 ◎

延床面積 1,221 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 16

経過年数 5 健全度 100

取得年度 R1 耐震 ◎ 中

延床面積 100 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 7

経過年数 6 健全度 100

備考

16

三角備蓄倉
庫

計画

備考

15

大口班積載
車格納庫

計画

備考

庁舎

豊野支所 計画

変更

変更

変更

三角本村班
積載車格納

庫

変更

変更

変更

44,080

41,760

251,160

51,840

備考

備考 R2　本庁舎大規模改修及び災害復旧工事として一括発注

12

11
自転車置き

場

宇城市役所 計画

変更

R2　本庁舎大規模改修及び災害復旧工事として一括発注

520,260

10

宇城市役所 計画

備考

14

機械室 変更
54,720

計画

備考

14,000

14,000

備考

13

内潟積載車
格納庫

17

計画

三角防災拠
点センター

計画

変更

備考 今回追加

18

不知火備蓄
倉庫

計画

234,940 497,520

15,120

17,000

207,570

17,000

12,180
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 R2 耐震 ◎

延床面積 998 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 16

経過年数 5 健全度 100

取得年度 H27 耐震 ◎ 中

延床面積 30 保全タイプ ① 4,200

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 5,100

目標耐用年数 80 優先度 12

経過年数 10 健全度 100

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 26 保全タイプ ① 3,640 7,540

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 4,420 9,360

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 100

取得年度 H25 耐震 ◎ 中 大

延床面積 30 保全タイプ ① 4,200 8,700

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 5,100

目標耐用年数 80 優先度 15

経過年数 12 健全度 100

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 64 保全タイプ ① 8,960

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 23

経過年数 19 健全度 100

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 26 保全タイプ ① 3,640 7,540

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 4,420 9,360

目標耐用年数 80 優先度 23

経過年数 19 健全度 100

取得年度 R1 耐震 ◎ 中

延床面積 162 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 7

経過年数 6 健全度 100

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 1,479 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 15

経過年数 4 健全度 100

取得年度 R2 耐震 ◎

延床面積 2,000 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 2 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 16

経過年数 5 健全度 100

備考

25

松橋備蓄倉
庫

計画

変更

神社横班積
載車格納庫

計画

変更

変更

変更

備考

24

古保山班積
載車格納庫

計画

備考

23

曲野班積載
車格納庫

計画

変更

変更

備考

26

松橋西防災拠
点センター

18,560

備考 今回追加

10,800

10,880 23,040

備考

20

22,680

備考

22

上の原班積
載車格納庫

計画

21

新町班積載
車格納庫

計画

19

不知火防災拠
点センター

計画

変更

備考 今回追加

計画

変更

27

松橋東防災拠
点センター

計画

変更

備考 今回追加

169,660

27,540

251,430

340,000
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S50 耐震 × 建替

延床面積 50 保全タイプ ③ 23,000

構造 W 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 98

経過年数 49 健全度 40

取得年度 R1 耐震 ◎ 中

延床面積 150 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 7

経過年数 6 健全度 100

取得年度 S50 耐震 × 建替

延床面積 50 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ① 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 98

経過年数 49 健全度 40

取得年度 R2 耐震 ◎

延床面積 1,499 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 2 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 16

経過年数 5 健全度 100

取得年度 H29 耐震 ◎ 中

延床面積 30 保全タイプ ① 4,200

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 5,100

目標耐用年数 80 優先度 10

経過年数 8 健全度 100

取得年度 R1 耐震 ◎ 中

延床面積 70 保全タイプ ① 9,800

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 7

経過年数 6 健全度 100

取得年度 R2 耐震 ◎

延床面積 957 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 16

経過年数 5 健全度 100

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 162 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ③ 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 100

35

備考

不知火学童
保育所

計画

変更

28

中小野水防
倉庫

計画

変更

変更

備考

33

豊野備蓄倉
庫

計画

備考

備考

30

川尻水防倉
庫

計画

変更

変更

小川備蓄倉
庫

計画

32,400

建替えは行わず、解体を検討する。備考

変更

32

下安見班積
載車格納庫

計画

21,000

23,000

備考

29

31

小川防災拠
点センター

計画

変更

備考 今回追加

34

豊野防災拠
点センター

計画

変更

備考

25,500

28,500

254,830

11,900

162,690

22,680 38,880

今回追加

19,440

-35-



　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H9 耐震 ◎ 大

延床面積 145 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ③ 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 46

経過年数 28 健全度 75

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 123 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ③ 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 90

取得年度 H12 耐震 ◎ 中 大

延床面積 127 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ③ 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 31

経過年数 25 健全度 75

取得年度 H14 耐震 ◎ （中） 中 大

延床面積 108 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ③ 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 23 健全度 90

取得年度 H14 耐震 ◎ （中） 中 大

延床面積 139 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ③ 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 23 健全度 100

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 125 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ③ 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 100

取得年度 H20 耐震 ◎ 中 （大） 大

延床面積 106 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ③ 中 (大） 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 21

経過年数 17 健全度 100

取得年度 R4 耐震 ◎

延床面積 144 保全タイプ ①

構造 L 保全単価 ③ 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 3

経過年数 3 健全度 100

取得年度 H11 耐震 ◎ 大

延床面積 106 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 41

経過年数 25 健全度 75

備考

42

計画

備考

41

豊福第２学童
保育所

豊福第１学童
保育所

計画

変更

変更

変更

44

ふれあいの
館

計画

備考

変更

計画

40

38

備考

松橋第１学童
保育所

計画

変更

変更

変更

備考

変更

備考

当尾学童保
育所

計画

備考

松橋第2学童
保育所

計画

36

37

12,720

河江学童保
育所

15,240 25,400

30,740

21,600

27,800

備考

39

豊川学童保
育所

計画

点検結果により、改修時期を調整する。

43

豊野学童保
育所

計画

変更

備考 今回追加

34,800

17,220 29,520

14,760

29,000

24,600

30,480

12,960

16,680

33,360

17,500 30,000

14,840 25,440

20,160

点検結果により、改修時期を調整する。

令和8年度以降の利用について検討中

21,200

19,460

15,120

17,780

15,000

25,920

25,000

点検結果により、改修時期を調整する。

38,160
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H11 耐震 ◎ 大

延床面積 328 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 43

経過年数 26 健全度 64

取得年度 S63 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 910 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 5

目標耐用年数 60 優先度 66

経過年数 37 健全度 61

取得年度 H13 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,615 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 38

経過年数 23 健全度 92

取得年度 H13 耐震 ◎ 中 大

延床面積 40 保全タイプ ① 5,600

構造 S 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 －

目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 23 健全度 －

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 39 保全タイプ ① 11,060

構造 S 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 25

経過年数 20 健全度 54

取得年度 S57 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 50 保全タイプ ②

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 43 健全度 75

取得年度 S55 耐震 ● 建替

延床面積 586 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 90

経過年数 45 健全度 53

取得年度 S52 耐震 × 建替

延床面積 27 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 80

経過年数 48 健全度 67

取得年度 H8 耐震 ◎ 大

延床面積 23 保全タイプ ② 5,060

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

郡浦地区生涯
学習センター

宇城市保健
福祉センター

解体検討

大岳地区生涯
学習センター

49

陶芸製造作
業所

計画

宇城市保健
福祉センター

変更

変更

変更

計画

備考

52

プール付属
屋

倉庫

計画

変更

変更

大岳地区生涯
学習センター

大岳地区生涯
学習センター

45

計画

変更

変更

備考

46

計画

48

車庫

計画

備考

計画

変更

変更

51

計画

50

体育館

プール付属
屋

計画

備考

元気老人交
流施設「高齢
者センター」

備考

47

53

備考

備考

宇城市老人
福祉センター

95,120

263,900 418,600

11,000

468,350

11,600

11,340

R7.8.18仮契約、R7.10.1本契約予定　R8.7.31完了予定

備考

備考

118,080

327,600 518,700

226,100

321,970 581,400

令和７年度大規模改修工事設計業務委託中

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

新型コロナ以降利用者不明のため、解体検討

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

22,910

14,400

246,120

21,000
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H8 耐震 ◎ 大

延床面積 14 保全タイプ ② 3,080

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 H8 耐震 ◎ 大

延床面積 24 保全タイプ ② 5,280

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 S53 耐震 △ 建替

延床面積 590 保全タイプ ③

構造 SRC 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 94

経過年数 47 健全度 53

取得年度 S53 耐震 × 建替

延床面積 40 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 94

経過年数 47 健全度 53

取得年度 S56 耐震 × 大 建替

延床面積 40 保全タイプ ② 8,800

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 73

経過年数 44 健全度 67

取得年度 S59 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 46 保全タイプ ② 10,120

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 68

経過年数 41 健全度 75

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 20 保全タイプ ① 2,600 4,400

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 90

取得年度 S51 耐震 × 建替

延床面積 564 保全タイプ ③ 236,880

構造 S 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 98

経過年数 49 健全度 53

取得年度 S52 耐震 × 建替

延床面積 20 保全タイプ ③ 8,400

構造 軽量S 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 96

経過年数 48 健全度 67

戸馳地区生涯
学習センター

郡浦地区生涯
学習センター

郡浦地区生涯
学習センター

郡浦地区生涯
学習センター

郡浦地区生涯
学習センター

戸馳地区生涯
学習センター

戸馳地区生涯
学習センター

戸馳地区生涯
学習センター

変更

変更

57

計画

備考

56

体育倉庫・便
所

体育館

計画

備考

55

計画

備考

変更

変更

変更

60

体育館

外便所

計画

備考

計画

備考

プール付属
屋

倉庫

郡浦地区生涯
学習センター

計画

備考

変更

変更

変更

変更

備考

54

プール付属
屋

プール付属
屋

計画

58

備考

62

体育倉庫

計画

備考

61

計画

247,800

16,800

16,800

59

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

19,320

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S61 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 1,716 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 65

経過年数 39 健全度 75

取得年度 S61 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 306 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 65

経過年数 39 健全度 89

取得年度 S61 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 833 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 65

経過年数 39 健全度 ー

取得年度 S54 耐震 × 建替

延床面積 76 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ② 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 92

経過年数 46 健全度 53

取得年度 S52 耐震 × 建替

延床面積 46 保全タイプ ③

構造 S 保全単価 ② 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 96

経過年数 48 健全度 53

取得年度 H9 耐震 ◎ 大

延床面積 15 保全タイプ ② 3,300

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 4,200

目標耐用年数 60 優先度 46

経過年数 28 健全度 75

取得年度 H1 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 39 保全タイプ ② 8,580

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 60

経過年数 36 健全度 75

取得年度 H1 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 12 保全タイプ ② 2,640 5,040

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 60

経過年数 36 健全度 67

取得年度 H22 耐震 ◎ 中 大

延床面積 12 保全タイプ ① 1,560 2,640

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 90

変更

変更

変更

変更

変更

変更

備考

71

三角東地区生涯学
習センター 計画

備考

三角東地区生涯学
習センター 計画

変更

変更

67

三角グラウン
ド

計画

三角B&G海
洋センター

計画

体育館

倉庫・便所

変更

三角グラウン
ド

計画

備考

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

63

16,380

128,520
計画

備考

156,060

三角B&G海
洋センター

377,520

67,320

備考

66 弓道場

三角グラウ
ンド

計画

備考

65

三角B&G海
洋センター

計画

備考

64

プール建屋

艇庫

38,760

183,260 349,860

220,000

31,920

19,320

備考

69

三角東地区生涯学
習センター 計画

備考

68

プール付属
屋

放送室

70

外便所

プール機械
室

720,720

424,830

85,680

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

480,480 875,160

令和3年度以降に耐震補強工事を予定

令和3年度以降に耐震補強工事を予定

23,460

-39-



　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S54 耐震 ● 建替

延床面積 590 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 92

経過年数 46 健全度 53

取得年度 S44 耐震 × 建替

延床面積 20 保全タイプ ③ 8,400

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 112

経過年数 56 健全度 67

取得年度 S62 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 46 保全タイプ ②

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 63

経過年数 38 健全度 75

取得年度 S59 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 591 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 68

経過年数 41 健全度 75

取得年度 H9 耐震 ◎ 大

延床面積 1,078 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 中 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 46

経過年数 28 健全度 75

取得年度 S55 耐震 ○ 建替

延床面積 1,417 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 建替

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 90

経過年数 45 健全度 53

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 39 保全タイプ ① 5,070 8,580

構造 CB 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 5,850

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 90

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 19 保全タイプ ① 2,470 4,180

構造 CB 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 2,850 5,320

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 90

取得年度 S63 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 1,212 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 61

経過年数 37 健全度 75

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

備考

80

武道館 計画

72

倉庫

体育館

三角東地区生涯学
習センター 計画

78

審判室

公衆便所

不知火グラウ
ンド

計画

備考

77

不知火体育
館

計画

変更

変更

変更

備考

74
プール付属

屋

三角北地区生涯学
習センター 計画

備考

73

三角東地区生涯学
習センター 計画

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

変更

変更

10,120 19,320

変更

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。備考

不知火グラウ
ンド

計画

備考

変更

計画

変更

変更

備考

79

271,400

備考

76

不知火温水
プール

計画

備考

75 体育館

三角北地区生涯学
習センター 130,020

595,140

308,308

248,220

509,040

237,160

266,640

301,840

722,670

339,360 618,120

10,920
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H3 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 1,309 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 56

経過年数 34 健全度 75

取得年度 H16 耐震 ◎

延床面積 1,138 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 28

取得年度 S62 耐震 ◎

延床面積 50 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ② 大 中

階数 1 重要度 0 7,500

目標耐用年数 80 優先度 63

経過年数 38 健全度 40

取得年度 S54 耐震 × 建替

延床面積 18 保全タイプ ③ 7,560

構造 W 保全単価 ② 建替

階数 1 重要度 0 9,180

目標耐用年数 50 優先度 92

経過年数 46 健全度 62

取得年度 S63 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 360 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 61

経過年数 37 健全度 75

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 10 保全タイプ ① 1,300 2,200

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 90

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 10 保全タイプ ① 1,300 2,200

構造 CB 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 90

取得年度 R6 耐震 ◎

延床面積 29 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 4,350
目標耐用年数 80 優先度 1

経過年数 1 健全度 100

取得年度 H6 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 26 保全タイプ ② 5,720

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 7,280

目標耐用年数 60 優先度 51

経過年数 31 健全度 75
備考

89 便所

豊川グラウン
ド

計画

変更

備考 使用中止中であり、解体を検討

87

当尾グラウン
ド

計画

備考

86

公衆便所

公衆便所

当尾グラウン
ド

計画

備考

85

市民プール 計画

変更

変更

変更

79,200 151,200

備考

84

松橋管理棟

審判室・倉庫

岡岳グラウン
ド

計画

備考

81

松合体育館 計画

備考

変更

計画

体育倉庫 変更

体育館

計画

公衆便所

変更

変更

旧松合小学
校

計画

今回追加

83

旧松合小学
校

82

変更

備考 今回追加

備考 今回追加

88

当尾グラウン
ド

183,600

10,920

使用中止中であり、解体を検討

287,980 549,780

366,520 667,590

170,700 318,640

14,000

100,800
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 37 保全タイプ ② 8,140

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 H5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 14 保全タイプ ② 3,080 5,880

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 3,920 7,140

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 S63 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 1,510 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 61

経過年数 37 健全度 75

取得年度 H8 耐震 ◎ 大

延床面積 42 保全タイプ ② 9,240

構造 RC 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 H10 耐震 ◎ 中 中 中 大

延床面積 6,586 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ② 大 大 中 中 中 大

階数 2 重要度 5

目標耐用年数 80 優先度 37

経過年数 26 健全度 61

取得年度 H1 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 22 保全タイプ ② 4,840 9,240

構造 S 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 6,160

目標耐用年数 60 優先度 60

経過年数 36 健全度 75

取得年度 S50 耐震 × 建替

延床面積 65 保全タイプ ③ 27,300

構造 W 保全単価 ② 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 100

経過年数 50 健全度 53

取得年度 S51 耐震 × 建替

延床面積 10 保全タイプ ③ 4,200

構造 W 保全単価 ② 建替

階数 1 重要度 0 5,100

目標耐用年数 50 優先度 98

経過年数 49 健全度 53

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 10 保全タイプ ② 2,200

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 2,800

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 75

松橋総合体育
文化センター

96

稲川グラウン
ド

計画

備考

95

集会所

管理棟

稲川グラウン
ド

計画

変更

備考

91 北側便所

豊福グラウン
ド

計画

備考

90

豊福グラウン
ド

計画

管理棟便所
棟

変更

変更

必要最低限の維持を行い、処分を検討する。

東側便所との統合を検討する。

備考

東側便所

西側便所

1,000,000

R1及びR4大規模改修工事費はNo152文化ホールとの合計金額

計画

備考

1,844,080

92

計画松橋勤労身
体障害者教
養文化体育
施設 変更

備考

94

計画

備考

93

体育館

公衆便所

松橋グラウン
ドゴルフ場

計画

変更

変更

備考

98

稲川グラウン
ド

計画

変更

変更

変更

備考

97

稲川グラウン
ド

1,152,000

512,269 1,235,249

10,360

15,540

18,870

770,100422,800

11,760

11,220

332,200 634,200

1,448,920
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 3 保全タイプ ② 660

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 924

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 67

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 685 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ② 大 建替

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 186 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 H5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 20 保全タイプ ② 4,400 8,400

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 5,600

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎ 大

延床面積 9 保全タイプ ② 1,980

構造 RC 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 2,520

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 75

取得年度 H5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 116 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大 建替

階数 2 重要度 0 32,480

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 828 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 100

取得年度 H19 耐震 ◎ 中 （大） 大

延床面積 29 保全タイプ ① 3,770 6,380

構造 W 保全単価 ② 中 （大） 大

階数 1 重要度 0 4,350 8,120

目標耐用年数 80 優先度 22

経過年数 18 健全度 100

取得年度 H12 耐震 ◎ 大

延床面積 841 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 41

経過年数 25 健全度 100

計画

備考

103

本部棟

便所2

観音山グラウ
ンド

計画

備考

102

観音山グラウ
ンド

計画

備考

101

便所1

管理棟

観音山グラウ
ンド

備考

104

観音山グラウ
ンド

計画

変更

計画

変更

変更

変更

備考

100

観音山グラウ
ンド

計画

備考

99

ふれあいの
里

倉庫

稲川グラウン
ド

変更

243,890

107,380

変更

計画

107

屋内グラウン
ド

管理棟との統合を検討

変更

変更

備考

106

ふれあいスポーツセ
ンター 計画

備考

105

西側便所

クラブハウス

ふれあいスポーツセ
ンター 計画

191,800 349,350

94,86052,080

10,200

59,160

231,840124,200

302,760

変更

備考

40,920

48,72025,520

181,720

150,700 287,700

78,120
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 32 保全タイプ ① 4,160 7,040

構造 S 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 4,800 8,960

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 79

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 12 保全タイプ ① 1,560 2,640

構造 S 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 1,800

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 67

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 18 保全タイプ ① 2,340 3,960

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 2,700 5,040

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 79

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,867 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ② 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 90

取得年度 H14 耐震 ◎

延床面積 6 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 900 1,680
目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 23 健全度 75

取得年度 H14 耐震 ◎

延床面積 27 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 4,050 7,560
目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 23 健全度 75

取得年度 S60 耐震 ◎

延床面積 22 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 6,160 11,220

目標耐用年数 60 優先度 66

経過年数 40 健全度 75

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 718 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 43

経過年数 26 健全度 75

取得年度 S62 耐震 ○

延床面積 343 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ②

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 276

経過年数 138 健全度 53
文化財施設の為、改築の予定なし。　建築年度が明治20年度の為（文化課確認）、目標耐用年数及び経過年数は建築年度を基準に算出。

計画

変更

旧三角海運
倉庫

変更

410,740

245,960

備考

242,710

今回追加

112

旧豊野小学
校

計画

ポンプ室 変更

備考

116

備考

110

体育館

屋外便所

豊野グラウン
ドゴルフ場

計画

備考

109

豊野グラウン
ド

計画

備考

108

倉庫

審判室・便所

豊野グラウン
ド

計画

変更

変更

変更

三角駅前フィッ
シャーマンズワーフ 計画

今回追加備考

備考

115

変更

備考

111

農業者トレーニング
センター

114

旧豊野小学
校

計画

便所 変更

備考 今回追加

113

旧豊野小学
校

計画

体育倉庫 変更

中

200,200 522,760

296,240

計画

H30年中規模改修未実施のため、大規模改修を前倒しするもの
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H2 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 126 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 58

経過年数 35 健全度 75

取得年度 H2 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 50 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 58

経過年数 35 健全度 97

取得年度 H2 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 4 保全タイプ ② 880 1,840

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 － 2,040

目標耐用年数 60 優先度 58

経過年数 35 健全度 75

取得年度 Ｈ11 耐震 ◎ 大

延床面積 139 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 43

経過年数 26 健全度 75

取得年度 Ｈ8 耐震 ◎ 大

延床面積 44 保全タイプ ② 9,680

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 64

取得年度 Ｈ8 耐震 ◎ 大

延床面積 40 保全タイプ ② 8,800

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 Ｈ8 耐震 ◎ 大

延床面積 35 保全タイプ ② 7,700

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 9,800

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 Ｈ8 耐震 ◎ 大

延床面積 4 保全タイプ ② 3,300

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 1,120

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 79

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 63 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 75

西港観光会館と西港渡り廊下を合わせた実績

西港観光会館と西港渡り廊下を合わせた実績（西港観光会館で計上）

備考

122

便所・シャ
ワー棟

炊飯棟

青少年海洋
研修施設

計画

変更

変更

変更

変更

変更

変更

備考

121

青少年海洋
研修施設

計画

備考

120

管理棟

更衣室・便所

若宮海水浴
場

計画

備考

119

宇城市物産
館

計画

変更

変更

変更

西港渡り廊
下

備考

23,000

57,960

西港便所

宇城市物産
館

計画

備考

117

宇城市物産
館

計画

20,398

64,260

25,500

宇城市物産館西港便所と龍驤館西港便所を合わせた実績

西港観光会
館

備考

125

三角駅前観
光便所

計画

12,320

11,200

38,920

118

13,860

備考

124 ボイラー棟

青少年海洋
研修施設

計画

備考

123

青少年海洋
研修施設

34,307

11,000

27,720

計画

30,580

17,640
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 R2 耐震 ◎

延床面積 164 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 6

経過年数 5 健全度 100

取得年度 H7 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,819 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ② 中 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 36

経過年数 29 健全度 75

取得年度 H7 耐震 ◎ 中 大

延床面積 307 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 36

経過年数 29 健全度 75

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,005 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 74

取得年度 H2 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 279 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ② 中 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 56

経過年数 34 健全度 61

取得年度 H2 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 450 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ② 建替

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 56

経過年数 34 健全度 61

取得年度 H29 耐震 ◎ 中

延床面積 66 保全タイプ ① 8,580

構造 軽量S 保全単価 ② 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 10

経過年数 8 健全度 100

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 1,040 保全タイプ ②

構造 軽量S 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 82

取得年度 R6 耐震 ◎

延床面積 32 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ② 中

階数 1 重要度 0 4,800

目標耐用年数 80 優先度 1

経過年数 1 健全度 100
備考

134

屋内多目的
広場

計画

133

屋外便所

屋内広場

屋内多目的
広場

計画

備考

132

アグリパーク
豊野

計画

変更

変更

変更

備考

131

プレハブ倉庫

地域食材供給施設・
研修室・加工室

アグリパーク
豊野

計画

備考

130

アグリパーク
豊野

計画

備考

129

物産館

計画

変更

変更

変更

備考

不知火温泉ふるさと
交流センター 計画

備考

127

物産館

計画

変更

不知火温泉ふるさと
交流センター

施設設備の老朽化に合わせて、中規模改修を2年前倒しする。

アグリパーク豊野の一体的開発のため、物産館については中規模改修を行う。

207,000

228,800

229,500

33,660

128,340

備考

99,000

61,380

128

236,470 400,180

39,910 67,540

291,200

126

金桁温泉 計画

変更

備考 今回追加

農林水産物直
売交流施設

142,29078,120

130,650

変更

150,750 281,400

令和7年度に照明施設の修繕を実施

R6改築

アグリパーク豊野の一体的開発のため、プレハブ倉庫も含め建替を行う。

アグリパーク豊野の一体的開発のため、大規模改修を前倒しし建替を行う。

売却又は賃借をR8に方針決定予定

221,100

売却又は賃借をR8に方針決定予定

28,800

509,320

85,960

272,850

46,050
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H29 耐震 ◎ 中

延床面積 274 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 48,580

目標耐用年数 80 優先度 8

経過年数 7 健全度 100

取得年度 H29 耐震 ◎ 中

延床面積 8 保全タイプ ① 1,120

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 1,360

目標耐用年数 80 優先度 8

経過年数 7 健全度 100

取得年度 H29 耐震 ◎ 中

延床面積 13 保全タイプ ① 1,120

構造 S 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 2,210

目標耐用年数 80 優先度 8

経過年数 7 健全度 100

取得年度 H12 耐震 ◎ 中 大

延床面積 94 保全タイプ ②

構造 軽量S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 31

経過年数 25 健全度 67

取得年度 H9 耐震 ◎ 大

延床面積 434 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 5

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 27 健全度 75

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 281 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 S58 耐震 × 大 建替

延床面積 364 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 75

経過年数 45 健全度 54

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 182 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 621 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

ビジネスサ
ポートセンター

ビジネスサ
ポートセンター

ビジネスサ
ポートセンター

207,480

143

138

共同作業所 計画

備考

137

コンテナハウ
スＢ棟

計画

変更

変更

備考

139

郡浦地区市
民館

計画

変更

140

備考

大岳地区市
民館

計画

備考

変更

136

計画

備考

135

コンテナハウ
スA棟

計画

変更

変更

備考

改修はせずに存続、今後の維持管理について検討。

計画

81,490

105,560 167,440

インダストリ
アル研修館

計画

変更

備考

223,560

農村環境改善セン
ター

125,860

必要最低限の維持を行い、譲渡を含め処分を検討する。

180,090

30,940

変更

備考

141

142

松合地区市
民館

計画

変更

備考 今回追加

156,240

101,160

38,360

27,26013,160

-47-



　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 22 保全タイプ ② 6,380

構造 W 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0 7,920

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 75

取得年度 H4 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 666 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 75

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 1,230 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ① 中 大

階数 4 重要度 5

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 26 健全度 75

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 292 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 5

目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 19 健全度 90

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎ 大

延床面積 129 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 61

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 459 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 5

目標耐用年数 80 優先度 30

経過年数 21 健全度 82

取得年度 S55 耐震 ● 大 建替

延床面積 145 保全タイプ ②

構造 軽量S 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 43 健全度 84

取得年度 H10 耐震 ◎ 中 中 中 大

延床面積 2,823 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ① 大 大 中 中 中 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 32

経過年数 27 健全度 61

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 2,777 保全タイプ ②

構造 SRC 保全単価 ① 中 （大） 大

階数 4 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 43

経過年数 27 健全度 75

松橋総合体育
文化センター

379,620

R7中規模改修実施（工事費はＮｏ146中央公民館、No152文化ホール、No157中央図書館小川分館の総額を記載）

49,640 105,120

46,440

55,955

999,720

805,330

151

152

陶芸窯棟

備考

149

豊野町コミュニティー
センター 計画

備考

148

小川コスモ
ホール

計画

変更

変更

150

上巣林教育
集会場

計画

備考

計画

18,314

66,700

R7中規模改修実施（工事費はＮｏ146中央公民館、No152文化ホール、No157中央図書館小川分館の総額を記載）

中央公民館

小川総合文
化センター

計画

備考

河江地区コミュニ
ティーセンター

海東地区農村コミュ
ニティ施設 計画

備考

82,650

1,016,280

818,670

442,800

変更

備考

備考

変更

文化ホール

備考

R1及びR4大規模改修実施（工事費はNo95体育館、No152文化ホールの総額を記載

306,360

変更

備考

文化ホール

小川総合文
化センター

計画

変更

165,240

239,760

193,140

16,434

512,269 1,235,249

40,880

356,700

133,110

84,680

37,410

147

146

計画

変更

変更

変更

145

144

インダストリ
アル研修館

計画

1,000,000

787,691

64,260

787,691
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H20 耐震 ◎ 中 （大） 大

延床面積 399 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中 （大） 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 21

経過年数 17 健全度 75

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 247 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 72

取得年度 H10 耐震 ◎ 中 大

延床面積 1,042 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 33

経過年数 27 健全度 64

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 157 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 603 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 70

取得年度 H18 耐震 ◎ 中 大

延床面積 413 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 10

目標耐用年数 80 優先度 33

経過年数 19 健全度 92

取得年度 S56 耐震 × （大） 大 建替

延床面積 684 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 43 健全度 75

取得年度 S56 耐震 × （大） 大 建替

延床面積 1,134 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 43 健全度 75

取得年度 S56 耐震 × （大） 大 建替

延床面積 100 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 43 健全度 75

宇城市立図
書館

三角分館

宇城市立図
書館

三角分館

宇城市立図
書館

小川分館

宇城市立図
書館

豊野分館

施設老朽化の為、未使用。　今後の維持管理について検討中。

施設老朽化の為、未使用。　今後の維持管理について検討中。

戸馳地区生涯
学習センター

戸馳地区生涯
学習センター

戸馳地区生涯
学習センター

計画

140,790

26,690

55,860 115,710

85,550

198,360

143,640

計画

変更

変更

変更

備考

161

旧給食室

計画

160

備考

宇土三角道路IC用地にかかる見込みのため、同道路建設時期・補償内容などを総合して判断

R3工事費はＮｏ.155宇城市立図書館とNo.185宇城市不知火美術館の総額を記載

521,640

375,120

備考

71,630

複合施設のため、改修時期については豊野支所に合わせる。

314,640

328,860

175,450

270,280

変更

計画

29,000 46,000

70,210

施設老朽化の為、未使用。　今後の維持管理について検討中。

41,300

148,680

計画

備考

159

旧教室棟

旧管理棟

変更
67,830

備考

153

130,480

備考

157

計画

備考

155

宇城市立図
書館

計画

変更

変更

変更

閉架書庫 備考

154

158

計画

R7中規模改修実施（工事費はＮｏ146中央公民館、No152文化ホール、No157中央図書館小川分館の総額を記載）

535,479

156

宇城市立図
書館

計画

こども絵本の
いえ

変更

備考 今回追加

787,691

-49-



　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S53 耐震 × 建替

延床面積 108 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 94

経過年数 47 健全度 53

取得年度 S53 耐震 × 建替

延床面積 485 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 94

経過年数 47 健全度 53

取得年度 S53 耐震 × 建替

延床面積 458 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 94

経過年数 47 健全度 53

取得年度 S53 耐震 × 建替

延床面積 880 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 94

経過年数 47 健全度 53

取得年度 S57 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 40 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 71

経過年数 43 健全度 53

取得年度 H25 耐震 ×

延床面積 6 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 118

経過年数 59 健全度 48

取得年度 Ｔ8 耐震 ×

延床面積 228 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 212

経過年数 106 健全度 53

取得年度 Ｔ8 耐震 ×

延床面積 16 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 212

経過年数 106 健全度 53

取得年度 Ｓ60 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 58 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 66

経過年数 40 健全度 97

解体予定。時期については検討中。

33,060

備考

西港便所

備考

龍驤館

郡浦地区生涯
学習センター

郡浦地区生涯
学習センター

18,800

計画

龍驤館 計画

変更

変更

49,680

郡浦地区生涯
学習センター

167

備考

旧三角検潮
所

計画

変更

変更

170

備考

備考

162

計画

変更

西港休憩所

西港資料館

龍驤館 計画

変更

変更

給食室

備考

166

計画

備考

165

倉庫

旧普通教室
棟

計画

変更

変更

備考

164

計画

郡浦地区生涯
学習センター

建築年度が昭和41年度の為（文化課確認）、目標耐用年数、経過年数、対策内容及び概算額は建築年度を基準に算出。

文化財施設の為、改築の予定なし。

解体予定。時期については検討中。

解体予定。時期については検討中。

解体予定。時期については検討中。

文化財施設の為、改築の予定なし。

18,400

解体予定。時期については検討中。

18,800 26,680

223,100

210,680

404,800

11,600

計画

169

168

郡浦地区生涯
学習センター

備考

163

旧特別教室
棟

旧管理・普通
教室棟
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 T9 耐震 ×

延床面積 303 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 210

経過年数 105 健全度 53

取得年度 T9 耐震 ×

延床面積 89 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 210

経過年数 105 健全度 53

取得年度 T9 耐震 ×

延床面積 74 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 210

経過年数 105 健全度 53

取得年度 T9 耐震 ×

延床面積 23 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 210

経過年数 105 健全度 53

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎ 大

延床面積 33 保全タイプ ② 9,570

構造 W 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 75

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎

延床面積 74 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 75

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎ 大

延床面積 92 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 75

取得年度 M35 耐震 ○

延床面積 246 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 246

経過年数 123 健全度 53

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 12 保全タイプ ① 1,680 3,480

構造 W 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0 2,040 4,320

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 92

伝統工芸館 計画

11,880

33,120

計画

変更

備考 今後の改修計画について検討中。

旧宇土郡役
所

計画

便所

変更

備考

変更

変更

資料館

変更

伝統工芸館 計画

178

旧宇土郡役
所

職員室 変更

備考

変更

変更

備考

177

法の館 計画

備考

173

法の館 計画

171

計画

176

2号館

備考

法の館 計画

文化財施設の為、改築の予定なし。

文化財施設の為、改築の予定なし。

文化財施設の為、改築の予定なし。

倉庫1

法の館

175

法の館

備考

174

渡り廊下

便所

備考

172

倉庫2

26,680

備考

計画

変更

1号館

179
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S34 耐震 ○

延床面積 348 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ①

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 132

経過年数 66 健全度 42

取得年度 S61 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 79 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 65

経過年数 39 健全度 75

取得年度 S61 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 39 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 65

経過年数 39 健全度 ー

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 115 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 大

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 48

経過年数 29 健全度 67

取得年度 M36 耐震 △ 中

延床面積 280 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ① 中

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 244

経過年数 122 健全度 49

取得年度 H10 耐震 ◎ 中 大

延床面積 751 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 32

経過年数 26 健全度 72

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 609 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 83

取得年度 H1 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 15 保全タイプ ② 3,300 6,300

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 4,200 7,650

目標耐用年数 60 優先度 60

経過年数 36 健全度 50

取得年度 S62 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 24 保全タイプ ② 5,280

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 6,720

目標耐用年数 60 優先度 63

経過年数 38 健全度 54

備考

変更

変更182

旧宇土郡役
所

計画

渡廊下

17,940

535,479

188

270,360

219,240103,530

校舎・幼稚園
舎

備考 文化財施設の為、改築の予定なし。

旧松合出張
所

36,340

変更
12,240

備考

変更

変更

備考

旧宇土郡役
所

計画

計画

変更

45,03028,440

校舎・幼稚園
舎

187

便所

便所

大見石畳公
園

備考 文化財施設の為、改築の予定なし。

旧宇土郡役
所

文化財施設の為、改築の予定なし。

計画

計画

変更

変更

六地蔵公園 計画

備考

33,350

備考

184

松合郷土資
料館

計画

令和9年度以降に耐震補強工事を予定。　

47,600

217,790

41,400

63,800

62,800

186

宇城市立郷
土資料館

計画

変更

備考

185

宇城市不知
火美術館

計画

備考

183

181

180

R3工事費はＮｏ.155宇城市立図書館とNo.185宇城市不知火美術館の総額を記載

14,040 22,230

174,000

10,080

11,060

11,310

84,000
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H3 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 18 保全タイプ ② 3,960 7,560

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 5,040 9,180

目標耐用年数 60 優先度 56

経過年数 34 健全度 75

取得年度 S62 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 3 保全タイプ ② 660 1,260

構造 CB 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 840 1,530

目標耐用年数 60 優先度 63

経過年数 38 健全度 67

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 21 保全タイプ ② 4,260

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 5,880

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 43

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 23 保全タイプ ② 5,060

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 6,440

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 57

取得年度 H9 耐震 ◎ 大

延床面積 4 保全タイプ ② 880

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 1,120

目標耐用年数 60 優先度 46

経過年数 28 健全度 80

取得年度 H7 耐震 ◎ 大

延床面積 27 保全タイプ ② 5,940

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 7,560

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 19

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 12 保全タイプ ② 2,640 5,040

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 3,360 6,120

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 87

取得年度 H21 耐震 ◎ 中 大

延床面積 81 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 20

経過年数 16 健全度 100

取得年度 S14 耐震 △ 解体

延床面積 16 保全タイプ ③

構造 CB 保全単価 ② 建替

階数 1 重要度 0 29,000

目標耐用年数 50 優先度 172

経過年数 86 健全度 ー

計画

倉庫・便所

計画

便所

備考

備考

195

193

194

196

191

190

192

変更

変更

変更

天の平農村
公園

計画

便所

計画

変更

変更

変更

便所

備考

かまだ山公
園

計画

備考

備考

塚原ふれあ
い公園

計画

変更

22,68012,150

便所

便所

まっちゃふれ
あい公園

計画

備考

備考

変更

変更

萩尾溜池

備考

塩屋浦公園 計画

便所

亀崎公園

倉庫・便所

倉庫

塩屋浦公園 計画

備考

大智禅師公
園

18,040

189

197

10,660
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H17 耐震 ◎ 中 大

延床面積 8 保全タイプ ① 1,040 1,760

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 1,200 2,240

目標耐用年数 80 優先度 25

経過年数 20 健全度 100

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 35 保全タイプ ① 4,550 7,700

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 5,250 9,800

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 100

取得年度 H11 耐震 ◎ 大

延床面積 11 保全タイプ ② 2,420

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 3,080

目標耐用年数 60 優先度 43

経過年数 26 健全度 100

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 5 保全タイプ ② 1,100

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 1,400

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 90

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 8 保全タイプ ② 1,760

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 2,240

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 87

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 8 保全タイプ ② 1,760

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 2,240

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 92

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 5 保全タイプ ② 1,100

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 1,400

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 90

取得年度 H10 耐震 ◎ 大

延床面積 4 保全タイプ ② 880

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 1,120

目標耐用年数 60 優先度 45

経過年数 27 健全度 77

取得年度 H11 耐震 ◎ 大

延床面積 27 保全タイプ ② 5,940

構造 W 保全単価 ② 大

階数 1 重要度 0 7,560

目標耐用年数 60 優先度 43

経過年数 26 健全度 92

変更

変更

備考

備考

計画

204

便所

便所

吹野農村公
園

計画

変更

変更

変更

計画

206

川尻公園 計画

201

200

便所

202

203 変更

変更

変更

計画

上の原児童
公園

計画

便所

平原公園

便所

備考

計画

備考

下住吉農村
公園

南出村農村
公園

計画

備考

備考

曲野ふれあ
い公園

変更

便所

備考 施設の状態により、改修時期を検討する

施設の状態により、改修時期を検討する

198

199

便所

備考

便所

上住吉農村
公園

計画

備考

便所

205

北部田水辺
公園
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H15 耐震 ◎ 中 大

延床面積 15 保全タイプ ① 1,950 3,300

構造 W 保全単価 ② 中 大

階数 1 重要度 0 2,250 4,200

目標耐用年数 80 優先度 27

経過年数 22 健全度 83

取得年度 H2 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 8 保全タイプ ② 1,760 3,360

構造 W 保全単価 ② 大 建替

階数 1 重要度 0 2,240 4,080

目標耐用年数 60 優先度 58

経過年数 35 健全度 77

取得年度 S55 耐震 × 解体

延床面積 761 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 3 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 73

経過年数 44 健全度 0

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 144 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 55 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 9,350
目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 55 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0 9,350
目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 S46 耐震 △ 移譲

延床面積 453 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 106

経過年数 53 健全度 54

取得年度 H16 耐震 ◎ 移譲

延床面積 7 保全タイプ ①

構造 軽量S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 58

取得年度 H16 耐震 ◎ 移譲

延床面積 20 保全タイプ ①

構造 軽量S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 58

変更

変更

変更209

備考

24,480

208

旧戸馳焼却
場

計画

相良堂公園 計画

便所

R8以降解体予定

便所

計画

施設の状態により、改修時期を検討する。

備考

変更

備考

今回追加

備考

215 用具倉庫

旧戸馳保育
園

計画

備考

214

旧戸馳保育
園

計画

備考

213

遊具倉庫

旧戸馳保育
園

変更

変更

211

備考

207

誉ヶ丘公園

今回追加

212

三角復興会館 計画

パワフル三
角

変更

備考 今回追加

210

三角復興会館 計画

三角交番 変更

計画

みんなの家 変更

備考

三角復興会館

計画
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S44 耐震 △ 解体

延床面積 481 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ① 民営化 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 110

経過年数 55 健全度 63

取得年度 S50 耐震 △ 解体

延床面積 330 保全タイプ ③

構造 W 保全単価 ① 廃園 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 98

経過年数 49 健全度 53

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 1,283 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 譲渡

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 42

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 630 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 69

取得年度 Ｈ5 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 630 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 69

取得年度 H6 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 630 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 51

経過年数 31 健全度 58

取得年度 H6 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 630 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 51

経過年数 31 健全度 56

取得年度 H6 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 630 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 51

経過年数 31 健全度 72

取得年度 H6 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 37 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 51

経過年数 31 健全度 75
令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

変更

変更

変更

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

備考

224 作業小屋Ａ

戸馳花の学
校

計画

変更

182,700 289,800

182,700 289,800

変更

備考

216

旧青海保育
園

計画

変更

備考

旧大岳保育
園

計画

備考

10,730 17,020

372,070

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

182,700

R3.4.1廃園

戸馳花の学
校

計画

備考

219

戸馳花の学
校

計画

栽培展示ハ
ウスA

変更

変更

590,180

182,700 289,800

182,700 289,800

備考

218 研修棟

戸馳花の学
校

計画

変更

計画

備考

221

戸馳花の学
校

計画

223

222

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

戸馳花の学
校

計画

備考

栽培展示ハ
ウスE

栽培展示ハ
ウスD

戸馳花の学
校

備考

289,800

217

220

栽培展示ハ
ウスC

栽培展示ハ
ウスB
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 H6 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 25 保全タイプ ② 7,250

構造 W 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 51

経過年数 31 健全度 75

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎ 大

延床面積 25 保全タイプ ② 7,250

構造 W 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 75

取得年度 Ｈ7 耐震 ◎ 大

延床面積 30 保全タイプ ② 8,700

構造 W 保全単価 ① 譲渡

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 50

経過年数 30 健全度 49

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 215 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 100

取得年度 Ｈ4 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 63 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 55

経過年数 33 健全度 75

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 55 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0
目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 S47 耐震 ○

延床面積 1,321 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 3 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 88

経過年数 53 健全度 40

取得年度 S47 耐震 ×

延床面積 67 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 88

経過年数 53 健全度 40

取得年度 S47 耐震 ×

延床面積 25 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 88

経過年数 53 健全度 40

戸馳花の学
校

計画

備考 貸付中の普通財産であるため、必要最低限の改修を行い、耐用年数経過後は処分を検討する。

旧不知火町
青年会館

計画

変更

28,98018,270

変更228

松合病院 計画

備考

229

貸付中の普通財産であるため、必要最低限の改修を行い、耐用年数経過後は処分を検討する。

62,060

備考

227

戸馳花の学
校

計画

変更

備考

226

便所

小屋

戸馳花の学
校

計画

備考

225 作業小屋Ｂ 変更

変更

11,500

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

令和９年３月まで無償貸借、その後は譲渡予定。

今回追加

230

不知火ゆうあ
い館

計画

変更

備考 今回追加

旧松合小学
校

計画

普通教室・特
別教室棟

232

旧松合小学
校

計画

便所 変更

備考 今回追加

変更

計画

231

昇降口

備考

233

旧松合小学
校

変更

備考 今回追加

29,960
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S47 耐震 ×

延床面積 60 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 88

経過年数 53 健全度 40

取得年度 S48 耐震 ×

延床面積 77 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 86

経過年数 52 健全度 40

取得年度 S54 耐震 ×

延床面積 63 保全タイプ ②

構造 W 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 76

経過年数 46 健全度 40

取得年度 S61 耐震 ◎

延床面積 741 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 65

経過年数 39 健全度 40

取得年度 S48 耐震 ×

延床面積 6 保全タイプ ②

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0
目標耐用年数 60 優先度 86

経過年数 52 健全度 40

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 458 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 75

取得年度 H16 耐震 ◎ 中 大

延床面積 35 保全タイプ ① 4,900

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 26

経過年数 21 健全度 75

取得年度 S50 耐震 × 建替

延床面積 63 保全タイプ ③ 28,980

構造 W 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 100

経過年数 50 健全度 40

取得年度 S50 耐震 × 建替

延床面積 4 保全タイプ ③ 1,840

構造 CB 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 100

経過年数 50 健全度 40

計画

管理人住宅

旧松橋町外2
カ町焼却場

変更

変更

計画

241

旧松橋鉄道
建設事務所

計画

車庫

変更

変更

備考 貸付中の普通財産であるため、必要最低限の改修を行い、耐用年数経過後は処分を検討する。

備考 未利用施設のため、解体を検討

貸付中の普通財産であるため、必要最低限の改修を行い、耐用年数経過後は処分を検討する。

132,820

10,150

242

239

旧松橋鉄道
建設事務所

備考

旧松橋町外2
カ町焼却場

計画

グラウンドトイ
レ

備考

240

未利用施設のため、解体を検討

235

旧松合小学
校

計画

プール付属
棟

変更

備考

管理棟

今回追加

234

旧松合小学
校

計画

渡り廊下 変更

236

旧松合小学
校

計画

教員住宅 変更

備考 今回追加

238

旧松合小学
校

計画

プールポンプ
室

変更

備考 今回追加

備考 今回追加

変更

備考 今回追加

237

旧松合小学
校

計画

64,120
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 169 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 S46 耐震 ○

延床面積 964 保全タイプ ③

構造 RC 保全単価 ① 中 建替

階数 1 重要度 5 91,221

目標耐用年数 60 優先度 95

経過年数 54 健全度 72

取得年度 H13 耐震 ◎

延床面積 417 保全タイプ ①

構造 S 保全単価 ① 中 大

階数 1 重要度 5 -

目標耐用年数 80 優先度 35

経過年数 24 健全度 72

取得年度 S58 耐震 ◎

延床面積 18 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 中 建替

階数 1 重要度 5 -

目標耐用年数 60 優先度 75

経過年数 42 健全度 72

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 164 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 55 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 R3 耐震 ◎

延床面積 55 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 5

経過年数 4 健全度 100

取得年度 H16 耐震 ◎ 大 建替

延床面積 425 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 解体

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 70

経過年数 42 健全度 50

取得年度 H5 耐震 ◎

延床面積 457 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 大 建替

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 60 優先度 53

経過年数 32 健全度 100

251

計画

変更

備考 今回追加　　フォレストリーブスへ貸出中のため、令和15年度以降の計画は廃止も含めて検討。　

164,520 260,490

250

旧南部保育
所

計画

備考 R7解体予定

変更

旧豊野学校
給食センター

小川復興会
館

計画

コスモス会館 変更

備考

195,500

28,730

549,480

150,120

10,260

150,120

10,260

27,880

248

123,250

備考 今回追加。令和15年3月31日まで宇城総合クリニックへ貸出中のため、令和15年度以降の計画は廃止も含めて検討。　

東松崎区公
民館

計画

247

復興会館小
川刈萱館

計画

変更

備考 今回追加

変更

備考 今回追加

今回追加。令和15年3月31日まで宇城総合クリニックへ貸出中のため、令和15年度以降の計画は廃止も含めて検討。　

246

旧市民病院 計画

ポンプ室 変更

備考

旧市民病院 計画

検診センター 変更

249

豊野ふれあ
い館

計画

変更

備考 今回追加

今回追加

244

旧市民病院 計画

管理・診療棟

備考 今回追加。令和15年3月31日まで宇城総合クリニックへ貸出中のため、令和15年度以降の計画は廃止も含めて検討。　

変更

243

245
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　対策内容と実施時期及び対策費用一覧 凡例

耐震：「◎」新耐震、旧耐震のうち「●」耐震あり、「○」補強済、「△」未耐震（調査済）、「×」未調査 計画：当初計画時の平準化後の対策内容及び概算額（単位：千円）

保全タイプ：本編9ページ「既存施設の保全方法の区分（タイプ別保全サイクル）」参照 「┃」目標使用年度、「中」中規模改修、「大」大規模改修、（）平準化前

保全単価：本編19ページ「保全単価」参照 変更：当初計画から変更後の対策内容及び概算額（単位：千円）

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36
No 施設概要

計画期間

年度

施設名
棟名・建物区別

取得年度 S55 耐震 × 建替

延床面積 266 保全タイプ ② 101,080

構造 S 保全単価 ① 解体

階数 2 重要度 0

目標耐用年数 50 優先度 90

経過年数 45 健全度 53

取得年度 H14 耐震 ◎

延床面積 1,168 保全タイプ ①

構造 RC 保全単価 ① 中 (大) 大

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 28

経過年数 23 健全度 75

取得年度 S57 耐震 ◎ 廃止

延床面積 1,623 保全タイプ ②

構造 RC 保全単価 ① 廃止

階数 2 重要度 5

目標耐用年数 60 優先度 75

経過年数 42 健全度 75

取得年度 R4 耐震 ◎

延床面積 91 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 3

経過年数 3 健全度 100

取得年度 R4 耐震 ◎

延床面積 91 保全タイプ ①

構造 W 保全単価 ① 中

階数 1 重要度 0

目標耐用年数 80 優先度 3

経過年数 3 健全度 100

256

豊野星ノ窪住
宅

計画

2棟 変更

備考 今回追加

255

豊野星ノ窪住
宅

計画

１棟 変更

198,560 420,480

15,470

15,470

備考 今回追加

備考

254

旧豊野公民
館

計画

変更

変更

備考

252

旧豊野町学
童保育所

計画

建物は令和2年度中に廃止し、公民館機能は豊野防災拠点センター（R2.7月建築）へ統合。フォレストリーブスに貸し出しているため、今後の維持管理について、解体を含め検討する。

変更

備考 今回追加

253

旧豊野小学
校

計画

体育館
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